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デライトものづくりの実現をめざして
- 革新的設計生産技術 -



【付加価値の因子】

●商品企画力
●驚き、気づき
●新サービス
●基本機能追求
●ユーザ経験・視点

顧客価値
（満足）

喜び・魅力
驚き

機能的価値（品質等）

性能
品質

デライト性

出典）狩野モデルを参考に佐々木が作成

従来ものづくり

付加価値

顧客新満足
＝

新しいものづくり
＝ デライトものづくり

デライトものづくりの考え方・方向性
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●日本のものづくり産業競争力強化（グローバルトップを獲得）

●新たなスタイルを広く普及・展開（地域発のイノベーション実現）



顧客価値
（満足）

喜び・魅力
驚き

機能的価値（品質等）

性能
品質

デライト性

従来ものづくり

新しいものづくり
＝ デライトものづくり

SIP革新的設計生産技術が実現するデライトものづくり

2

Ｄ.高性能・新機能

Ｃ.複雑・迅速造形

Ａ.感性

Ｂ.潜在価値

SIP革新的設計生産技術ではデライトものづくりの中で

Ａ.感性 Ｂ.潜在価値 Ｃ.複雑・迅速造形 Ｄ.高性能・新機能に集中的に取り組む



デライトものづくりの明確化

デライトものづくりを4項目として具体的に定義
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項目 具体的な取り組み内容

感性
付加価値としての感性を数値化し、製品の設計パラ
メータに取り込むことで、迅速な感性設計を実現する

潜在価値
新たな試作品（形状や機能等）の提示や脳・生体情報
の観測等によりユーザ（消費者）の潜在ニーズをとらえる

複雑・迅速
造形

特定な材料または部品を組み合わせて製造していた複雑
な形状を、多様な材料で一体で造形できるようにする

高性能・
新機能

従来技術の延長では不可能であった高性能・新機能を
実現する
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現物からCAEモデル作成

人体モデル（高齢者）

感性を含む製品設計の実用化
現状 ：感性を数値化する
目標 ：感性を数値化し、設計パラメータに取り込む

A.感性への取組

人体をデジタル
機能モデルにし、
個別のユーザに
合わせたもの
づくりが行える

部品抽出

既存製品

物理特性解析

回路CAD／
機械CAD

既存製品vs新製品
ユーザー評価の可視化

感性

DB

ユーザー
評価

既存製品
特性

製品構想
モデリング

感性モデルを
含む設計

感性を含む製品機能シミュレーション

感性を含む
製品機能
シミュレーション
が行える

部品ﾓﾃﾞﾙ
ﾗｲﾌﾞﾗﾘ

ハンドモデルフットモデル

新しい
部品
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カスタム照明シェード設計【形状】

企画支援システム【機能】

脳情報をリアルタイムでの
観測により、どのようなもの
を良いと感じているかがわかる

AI活用評価シミュレータ【相関性】

曖昧に考えている内容に
対して、具体的な形状、
機能等を提示することに
より潜在価値に気付か
せる

脳・生体情報を活用した
潜在ニーズ発想支援

B.潜在価値への取組

潜在価値を発見しやすい方法の提供
現状：アンケート等中心の調査・分析
目標：新たな試作品（形状や機能等）の提示や生体情報の

観測、AI技術等により潜在ニーズをとらえる
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ラバー 超微細加工スーパーエンジニアリングプラスチック

デザイナブルゲル

いままではできなかった
多様な材料に対しての
複雑造形が可能となる

L10×F3 cm

20×20×8 cm

セラミックス

10mm 1 mm

C.複雑・迅速造形への取組

3Dプリンタ等により、多様な材料を複雑・迅速造形
現状：複雑な形状は特定な材料または部品の組み合わせて

製造していた
目標：多様な材料の複雑な形状を一体で造形できるようになる
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構造物が力が加
わった時の変形や
構造物の重さが
小さくなる形状を
CADモデルで示す

ＣＡＤモデル作成ソフト 分子接合技術

マルチレーザー式金属積層技術

異種材料間
（樹脂と金属、
ゴムと金属な
ど）の接着

微細なAM
加工や
熱影響が
問題となる
薄板母材に
コーティング
できる

材料の方向性
により特性
(ヤング率など)
を変えた材料
設計ができる

異方性制御材料製造

D.高性能・新機能への取組

従来にはない高機能、新機能な製品の作成
現状：製品性能の連続的な変化
目標：従来技術の延長では不可能であった高性能・新機能を

実現する製造技術
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感性モデリングとユーザ評価の可視化ツールを作成

●家電（ドライヤー）を例に開発・検証をして感性モデリングを作成、感性DB公開
●感性データベース作成のガイドラインの一般公開
●製品特性に対するユーザー評価の可視化ツール作成(現在、建設機械等に適用）

A.感性への取組：デライトデザインプラットフォーム

付加価値としての感性を数値化し、製品の設計パラメータに取り込む
ことで、迅速な感性設計を実現する

心地よい音 クレーン操作性

家電、建設機械を例に開発・検証



9

＜機能＞
ユーザー情報にあわせて
おすすめ形状を提示

○ユーザ中心設計ソフト

思いがけない
デザインの可能性

(潜在ニーズの探索）

○様々な形状の試作品や仮想評価

●デライト価値創出オンリーワン統計解析手法の開発（デライトエンジンminOS＊）
* minOS: minority element statistical analysis Open System

●minOSをベースとしたユーザに気づきを与える設計ソフトの開発
●VR活用カスタム設計提案・検証システムのプロトタイプ開発

B:潜在価値への取組：
デライト価値創出に向けたカスタム設計手法

新たな試作品（形状や機能等）の提示や脳・生体情報の観測等
によりユーザ（消費者）の潜在ニーズをとらえる
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●３Ｄ積層造形による複雑形状セラミックス部材を作製可能（形状設計の自由度向上）
●セラミックフィルターの試作品を作製、精度向上中（流路複雑化で性能向上・部品小型化）
●3次元形状の表面修飾・機能集積を実現するAD法によるコーティング

トラス構造露光
ステージモデル

20×20×8 cm
15mm

人工膝関節モデル セラミックスフィルターモデル

らせん流路カットモデル

L10×F3 cm

セラミックスコアモデル

ノズル

製膜対象物

耐腐食・
低発塵コーティング

スマフォケースカバーに
着色HADコート

右半分にアルミナを
製膜した樹脂義歯

HＡＤ
コート

審美性・意匠性・耐摩耗性コーティング移動式トイレ

ミニチュア
樹脂便器
モデル

HＡＤ
コート

C.複雑・迅速造形への取組： セラミックス造形技術

特定な材料または部品を組み合わせて製造していた複雑な形状を、
多様な材料で一体で造形できるようにする
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「非」異方性材

異方性材

究極異方性
（単結晶）材

異方性集合組織の
強度で達成可能な
低ヤング率領域

○異方性組織制御 ○インプラント

異方性制御による
最適化形状・材質出力

（AMにより部位ごとに形状・材質を同時制御）

●異方性（材質・形状制御）設計と最先端の付加製造工法の融合により、常識超えの
性能を有する画期的な材料、製品の開発

●難加工性材のAM技術でβ-Ti合金の異方性組織制御に世界で初めて成功

●異方性組織制御材形成により初めて可能となる高付加価値インプラント

従来技術の延長では不可能であった高性能・新機能を実現する

D.高性能・新機能への取組：異方性（材質・形状）制御



・研究成果のツール化【ソフトウェア（プログラム等）、ハードウェア（装置等）】
・開発した技術等を拠点に設置し、活用事例の作成
を中心に研究成果の実用化を進めていく

【仕組の構築】
拠点による成果普及

サテライト拠点ハブ拠点

情報共有
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【ハードウェア】
新機能・複雑造形等

【ソフトウェア】
感性、潜在価値等

【イノベーションスタイル】
研究開発成果を使用した企業や
個人ユーザの意見を得て新たな問
題点を洗い出し、研究開発に迅速
にフィードバックする、一連の試行錯

誤を繰り返す仕組み

革新的設計生産技術の実用化
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革新的設計生産技術の実用化: 拠点構築

事例作成

情
報
共
有
ハ
ブ
拠
点
を
中
心
に

今
後
確
立
予
定

ユーザ視点での研究成果活用について今後検討

他省庁 連携の仕組み構築・利用料・活用方法・ＰＲ活動等SIP拠点 企業

サテライト拠点ハブ拠点

・研究成果のツール化【ソフトウェア（プログラム等）、ハードウェア（装置等）】の拠点活用
・開発した技術等を拠点に設置し、活用事例の作成を中心に研究成果の実用化を進めていく
・拠点の中では、ベンチャー企業の設立等もできており、実際にユーザに使って頂ける環境
が整ってきている。今後はハブ拠点を中心といた情報共有体制を確立する。



Ｈ26～Ｈ27 H28(2016) H29(2017) H30(2018) H30以降

プラットフォーム
運用開始(試行）

開発技術の利用
による課題抽出

成功事例の蓄積と
継続の仕組み構築

新しいものづくり
スタイルの普及

デライトものづくり
の技術開発
（ツール等）

PF(拠点）でのツール
試行と課題抽出、
ブラシュアップ

一般利用者へのデライトものづくり
拠点の活用促進

新ニーズに応じた機能改善

デライトものづくり
プラットフォーム
（拠点含む）の

構築

PFの仕組み
調査・分析

ニーズ掘り起こしと
開発技術ＰＲ

参画企業での
実用化

プラットフォーム構想
個別技術開発

基本
ツール
技術開発

構想検討

製品事例での開発技術の有用性
実証とFBによる手法の改善

汎用技術に関しては随時
プラットフォームへ展開

一般利用者が利用できるようにする

優先導入拠点へ
の設計ツールの

配備

成功事例の蓄積

ＰＦ本格運用

開発技術の
普及展開

成功事例の
活用

ＳＩＰ終了後も普及
継続するための仕

組み構築

ＳＩＰで開発し
た仕組み、Ｐ
Ｆを活用した
製品開発
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今後の予定 実用化に向けた取組


